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「学習」から「習得」へのステップに関する一考察
　　中国語の応答詞 “是” について　　
鈴 木　ひ ろ み
１．は じ め に
教室環境で中国語を学習する際に，教科書は主
なインプット材料となる．通常，中国語専攻の学
習者であれば教室環境外においても，意識的に学
習目標言語に接する意欲を持つが，第二外国語の
学習者は教科書のみで学習目標言語に接すること
が多い．そのため，教科書は第二外国語学習者に
とってより重要な役割を果していると言えよう．
近年，日本で出版された中国語初級教科書では，
学習者の学習意欲を高めるため，スキットでス
トーリー性を持たせたり，練習問題に様々な工夫
を施したりしている．しかし，「毎年わが国で出
版される中国語教科書の数の多さに驚くばかりで
ある．それらのなかには編さんの意図や，テキス
トとしての設計が不明確であるものが散見され
る．中国人が各課の本文を書き下ろし，日本人が
説明や例題を執筆する方式も多いが，ネイティ
ブ・スピーカーの文章はどうしても内容本位とな
り，文法項目の出現順や語彙の選択に無頓着であ
る．中国人講師自身の編む教科書のなかには，著
者しか使うことのできない「自家用教科書」も目
立つ．」（輿水2005：16）と指摘されたように，教
科書の内容に関する問題点も多い．
第二外国語で中国語を選択した場合，客観的な
要因または学習者の内在的な要因により，教科書
に提示された内容を学習したものの，学習項目を
習得1）せずに学習が停滞してしまうケースも多い
と言われる．従って，限られた学習時間の中でい
かに学習の効率化を図るかが，「学習」から「習
得」へと導く重要な課題となる．本稿では，日本
で出版された教科書の中から30冊2）を考察対象と
1 ）　クラッシェン（S. Krashen）が1970年代～1980
年代に提唱したモニターモデルに「習得―学習仮
説」がある．学習と習得は別のものであり，ある
言語について学習したとしても，それで話した
り，読んだり出来るわけではない．実際に言語を
使いこなすには言語を習得しなければならず，習
得は学習から独立している．筆者は「母語による
提示がない状況下において，学習した内容を話の
流れに合うようにアウトプットできることが「習
得」である」と考える．
2 ）　朝日出版社，金星堂，駿河台出版社，白水社，
白帝社から計30冊．（『新しいキャンパス的中国
語』，『１．２．３の中国語』，『一年生のコミュニ
ケーション中国語』，『一年生のころ』，『一冊めの
中国語（会話クラス）』，『おぼえる中国語』，『音
読で学ぶ中国語』，『開門！ 中国語』，『きらきら
の童年』，『しっかり初級中国語』，『新基礎からの
中国語』，『大学生のための初級中国語40回』，『体
系的に学ぼう初級中国語』，『たのしくできる We 
Can！ 中国語』，『楽しく学ぼうやさしい中国
語』，『中国語１年め』，『中国語はじめの一歩』，
『中国語ブリッジをわたろう』，『中国語への道　
―近きより遠きへ―』，『中国語ポイント42』，『中
国のひとり旅』，『トライ・中国語』，『日中いぶこ
み広場』，『はじめてみよう　中国語の世界』，『は
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して選び，応答詞 “是” の習得状況を調査した
上，第二外国語教育における「明示的学習」と
「暗示的学習」3）に焦点を当て，応答詞 “是” の「習
得」を促すステップを提案したい．
２．教科書における応答詞 “是” の導入について
中国語の応答詞に関する明確な定義はまだな
く，一般的に，“是”，“对”，“好”，“行” の四つが
考察の対象となっている．筆者はメイナード
（1993：160）を参考に「話し手の判断を支持す
る」，「相手の意見，考え方に賛成の意志表示をす
る」を，本稿における中国語の肯定的応答詞の定
義としたい．
2.1　応答詞の役割とは
会話は，話し手と聞き手が交互に役割を替えて
行われる．例えば，以下の例⑴4）のように会話を
進めていく上で，応答詞は大きな役割を果してい
る．
例⑴ 鲁豫： 有人说你们俩是看我的节目以后，
算是间接的认识的5）．
 　　　（訳： あなたたちは私の番組を見
てから，間接的に知り合っ
たと言っている人がいるね．）
 朱杰：嗯，是．
 　　　（訳：うん，はい．）
 学士：对．
 　　　（訳：そうです．）
 鲁豫：朱洁本身是内蒙古人．
 　　　（訳：朱潔は内モンゴルの出身で．）
 朱杰：嗯．
 　　　（訳：うん．）
 鲁豫：那，学士呢？ 老家是湖北．
 　　　（訳： じゃ，学士は？ 湖北の出
身でしょう．）
 学士：对．
 　　　（訳：はい．）
中国語の応答詞に関する先行研究には，玄宜青
（1997），郭锐（2000），黄麗華（2002）などがあ
る．その多くは談話的機能や日本語の応答詞との
比較から論じられている．本稿は，語学教育の観
点から応答詞 “是” の習得状況を考察したもので
ある．
2.2　教科書における応答詞の導入
「応答詞」の “是”，“对”，“好”，“行” は中国語
母語話者の会話において多く用いられているた
め，初級中国語教科書の会話部分には必ず「応答
詞」を用いた例文が提示される．特に中国語初級
教材の極めて初期の段階で，“你是日本人吗？”，
“是，我是日本人．” のような文をよく目にする．
そこで，“人称代詞＋是＋名詞＋吗？” の肯定
的応答形式に限定し，調査対象とした30冊の教科
書について応答詞 “是” の提示例を調べた．その
結果，30冊の教科書の内，“人称代詞＋是＋名詞
＋吗？” に対する肯定的応答形式でもっとも多い
のは “是，Ａ是Ｂ” の17例，次に “对，Ａ是Ｂ”
が10例，“Ａ是Ｂ” が６例と３番目に多かった．
　 じめまして！ 中国語』，『花咲く中国語』，『ポイ
ントマスター・初級中国語』，『学ビテ時ニ之ヲ習
フ』，『実りの中国語』，『LOVE！ 上海』）．
3 ）　『第二言語指導において，習得を目指す言語項
目（たとえば，語彙や文法など）を，学習者が
はっきりと意識するよう説明して教える場合と，
説明はしないで「自然に」当該言語項目を習得す
るよう教える場合がある．前者のような教え方の
結 果 起 こ る 学 習 を，「 明 示 的 学 習（explicit 
learning）」と呼ぶ．そして，後者のような教え
方 に よ る 学 習 を，「 暗 示 的 学 習 」（implicit 
learning）と呼ぶ．』（白畑ほか2010：159）．
4 ）　凤凰卫视《鲁豫有约―学士巧追朱杰》（2011-
04-27）．
5 ）　本稿において，注釈のない場合の日本語訳はす
べて筆者によるものである．
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“是” のみで答えるのも２例が見つかった．また，
一冊の教科書の中に “是，Ａ是Ｂ” と “对，Ａ是
Ｂ” の両方が提示されている場合もあった．調査
結果を【表１】に示す．
【表１】
提示形式 例文の数 代表的な例文
是，Ａ是Ｂ 17
Ａ：你是中国留学生吗？
Ｂ：是，我是中国留学生．
对，Ａ是Ｂ 10
Ａ：你是留学生吗？
Ｂ：对，我是留学生．
Ａ是Ｂ ６
Ａ：你是日本人吗？
Ｂ：我是日本人．
“是”のみで
答える
２
Ａ：你是国际政策学部的学生吗？
Ｂ：是．
“是，Ａ是Ｂ” が “对，Ａ是Ｂ” に比べ，多く教
科書に導入されている理由として，文法事項の
「文型積み上げ」を考慮したのではないかと考え
る．例えば，“是／不是” を学習することにより，
他の動詞の肯定形・否定形も学習される（例：
“喝／不喝” “去／不去”）．さらに，反復疑問文 “是
不是”，“喝不喝”，“好不好” の学習にも役立つ．
一方，“对” の否定形は初級段階では提示しに
くい．例えば，学習者は “喝／不喝” を学習した後
に，“人称代詞＋是＋名詞＋吗？” に対して，類
推して “不对” と誤って答える場合も考えられる．
例⑵ Ａ：你是日本人吗？
 Ｂ：对．／×不对．
以上，日本で出版された中国語教科書について
の応答詞の提示方法を調べた．では中国で出版さ
れた日本語教科書6）における「～は～ですか」に
対する肯定的応答形式の中国語訳はどうなってい
るのであろうか．
調べた結果，【表２】に示したように，“是的”
という形式がほとんどであった．
【表２】
教科書名 例　文
《大家的日语》7）
p13
Ａ： ミラーさんはアメリカ人ですか．
　　米勒是美国人吗？
Ｂ： はい，アメリカ人です
　　是的，美国人．
《新编日语》8）p29 Ａ： これはナイフですか．
　　这是小刀吗？
Ｂ： はい，それはナイフです．
　　是的，那是小刀．
《中日交流
标准日本语》9）
p7
Ａ： あなたは李さんですか．
　　你是小李吗？
Ｂ： はい，私は李です．
　　是的，我是小李．
2.3　中国語母語話者に対するアンケート調査
筆者は中国語母語話者に対して，応答詞に関す
る聞き取り調査を行った．
調査対象：中国語母語話者の成人男女50名
調査方法： 調査対象に【絵１】を見せながら，
乙が甲に「中国人であるかどうか」
と尋ねられた際に，甲がどのように
尋ね，乙が「肯定／否定」でどのよ
うに答えるかをそれぞれ中国語で書
くように求めた．
甲 乙
【絵１】
7 ）　外語教育与研究出版社．2002
8 ）　上海外国語教育出版社．2008
9 ）　中国宇航出版社．2011
6 ）　筆者は，中国で出版された中国語教科書も調べ
たが，“你是日本人吗？” のような例文提示が少
ないため，“人称代詞＋是＋名詞＋吗？” に対す
る肯定的応答の形式を比較することができなかっ
た．
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調査結果によれば，甲はほぼ全員 “你是中国人
吗？” と書いたが，しかし，乙の肯定の答え10）に
は，【表３】に示したように，８通りの答え方が
あった．その中において，“是的” の回答率がもっ
とも高かった．
【表３】
回　答 回答数
是的． 26
是，我是中国人． ６
是． ５
对，是的． ４
嗯，我是中国人． ４
对，我是中国人． ３
我是中国人． １
是的，土生土长的中国人． １
一般的に，教科書は習得目標言語の母語話者が
そのシチュエーションで使う頻度の高い例文を学
習者に紹介する．しかし，調査結果から，中国語
母語話者が，“人称代詞＋是＋名詞＋吗？” に対
して肯定的形式で答える場合は “是的” を多く用
いる．それに対し，日本で出版された中国語教科
書では，“是，Ａ是Ｂ” を多く提示している．こ
れは，学習者が初期学習段階であるため，“是的”
を導入した場合に，語気助詞の “的” を学習者に
理解，応用させるのが難しいからではないかと考
えられる．
以上の調査結果から，実際の母語話者の会話で
の用法とは異なるが，初級学習者の学習段階を考
慮すると，“是，Ａ是Ｂ” の提示は教育文法11）に
沿っていると言えよう．では，学習者はどのよう
に応答詞 “是” を学習し，そして，習得するので
あろうか．次節でその調査結果を示す．
３．応答詞 “是” の習得状況調査
この節では，日本人学習者が，“人称代詞＋是
＋名詞＋吗？” の質問文に対して，どのような肯
定的応答形式を取るのかを調査する．
3.1　学習者に対するアンケート調査	
調査対象： 中国語専攻の学習者32名（以下，専
攻グループという）
第二外国語の学習者12）33名（以下，
第二外国語グループという）
調査方法： ２節の中国語母語話者に対する調査
方法と同じであるが，「日本人であ
るか」と尋ねる場合の回答を求め
た．
質問文はほぼ全員が “你是日本人吗？” にした
が，肯定的応答に関してはさまざまなパターンが
見られた．専攻グループの調査結果を【表４】に
示す．
【表４】
回　答 回答数
我是日本人． 11
是，我是日本人． ７
是． ５
对． ４
对，我是日本人． ２
我是． １
是的，我是日本人． １
是，我是． １
12）　週に二コマの中国語の授業を受ける．授業形態
は二人の教員がリレー式によって一冊の教材を用
いて教える．
10）　本稿では，調査結果の内，肯定の回答のみを取
り上げる．
11）　教育文法とは語学教育を進める上で，教育的効
果を配慮した，研究文法と異なる文法体系のこ
と．
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第二外国語グループの調査結果を【表５】に示
す．
【表５】
回　答 回答数
我是日本人． 29
是，我是日本人． ２
是． １
对，我是日本人． １
筆者は “是，我是日本人．” という回答者がもっ
とも多いと予想していた．しかし，アンケートの
調査結果からは，“我是日本人．” と回答した人が
専攻グループで11名，第二外国語グループで29名
であり，共にそれぞれのグループにおいてもっと
も高い割合を占めていることがわかった．応答詞
を用いた人数では，専攻グループでは半数以上で
あるのに対し，第二外国語グループは４名しかい
ない．
応答詞 “是” を使った人が少なかった要因は，
①インプットの材料である教科書の教育効果，②
教師による指導効果，③学習者の要因（例えば，
動機づけ，学習スタイルなど）の三つと推察され
るが，教室環境で学習した場合に，一番考えられ
るのは，インプット不足である．では，調査対象
の学生が一年次で学習に使った教科書の応答詞
“是” に関する提示方法がどのようなものであっ
たのかについてみてみよう．
3.2　調査対象が一年次で学習した例文
調査対象者のうち専攻グループの学習者が一年
次に使用した教科書は，『日中いぶこみ広場』（相
原茂，陳淑梅，飯田敦子2011，朝日出版社）と
『トライ・中国語』（布川雅英2011，駿河台出版
社）である．第二外国語グループの学習者は一年
次では『中国語１年め』（緒方昭，小林光考，胡
慶華2013，白水社）を使用した．
まず，専攻グループが一年次に使用した教科書
の『日中いぶこみ広場』において，例⑶～例⑸に
示す例文が提示されている13）．
例⑶ Ａ：你是中国人吗？（p3）
 　　（訳：あなたは中国人ですか．）14）
 Ｂ：对，我是中国人．
 　　（訳：はい，私は中国人です．）
例⑷ Ａ：你是大学生吗？（p49）
 　　（訳：あなたは大学生ですか．）
 Ｂ：对，我是大学生．
 　　（訳：はい，私は大学生です．）
例⑸ Ａ：你是独生子吗？（p69）
 　　（訳：あなたは一人っ子ですか？）
 Ｂ：对．你有几个兄弟姐妹？
 　　（訳： そうです．あなたは何人きょ
うだいですか？）
また，専攻グループの学習者が一年次に使用し
たもう一冊の教科書の『トライ・中国語』15）では，
例⑹のように応答詞 “是” を提示している．
例⑹ Ａ：你是中国留学生吗？（p28）
 　　（訳： あなたは中国の留学生です
か？）
 Ｂ：是，我是中国留学生．
 　　（訳：私は中国の留学生です．）
次に，第二外国語グループの一年次の使用教科
書『中国語１年め』16）も例⑺～⑼のように応答詞
13）　『日中いぶこみ広場』では，例⑶～⑸以外に
も，“对” に関して，Ａ：用信用卡，现在就刷卡
吗？（訳：カード払いにします．今すぐカードを
通しますか？）Ｂ：对．这是你您的房间磁卡．
（訳：はい，これはお部屋の磁気カードです．）と
いった例を提示している．
14）　『日中いぶこみ広場』の日本語訳は教科書の教
授用資料から引用．
15）　『トライ・中国語』の日本語訳は教科書の教授
用資料から引用．
16）　『中国語１年め』の日本語訳は教科書の教授用
資料から引用．
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“是” を学習者に提示している．
例⑺ Ａ：请问，你是中国人吗？（p15）
 　　（訳： お尋ねします．あなたは中国
人ですか．）
 Ｂ：是，我是中国人．
 　　（訳：そうです，私は中国人です．）
例⑻ Ａ：你是留学生吗？（p15）
 　　（訳：あなたは留学生ですか．）
 Ｂ：是，我是留学生．
 　　（訳：そうです，私は留学生です．）
例⑼ Ａ：她是你同学吗？（p19）
 　　（訳： 彼女はあなたの同級生です
か？）
 Ｂ：是，她是我同学，叫李红．
 （訳： そうです，彼女は私の同級生
で，李紅といいます．）
第二外国語グループの調査結果を見ると，１名
の学習者が “对，我是日本人．” と回答しており，
これは例⑽，⑾から応答詞 “对” を学習した影響
ではないかと考えられる．
例⑽ Ａ：那儿有各种表演吧？（p35）
 　　（訳： あそこにはいろいろなアトラ
クションがあるのでしょう？）
 Ｂ：对，晚上还有烟火．
 　　（訳： そうです．夜には花火もあり
ます．）
例⑾ Ａ：这个电影内容很有意思．（p51）
 　　（訳： この映画は内容がおもしろい
です．）
 Ｂ：对．你看懂了吗？
 　　（訳： そうですね．あなたは見てわ
かりましたか．）
専攻グループの調査対象者が一年次で使用した
教科書においては，“是” や “对” を学習項目とし
て十分取り入れていることがわかる．しかし，11
名の学習者が，応答詞を使わず “我是日本人” と
回答した．
また，第二外国語グループの学習者に対して，
アンケート調査の前に筆記テストで「あなたは日
本人ですか？」，「はい，私は日本人です．」と中
国語に訳させた際，ほぼ全員が “是，我是日本
人．” と正解していた．それにも関わらず，今回
のアンケート調査に “我是日本人” と答えた学習
者は約９割に上る．つまり，応答詞の “是” は学
習したものの「習得」までは至らなかった．その
ため，「回避」（使いにくい形式や自信のない形式
を意識的に避ける）するという行動を取ったと考
えられる．そこで，どうすれば，習得へのステッ
プアップが出来るようになるのか次節で提案した
い．
４．「習得」へ導くには
「習得」に至らない一番の理由は，学習者に応
答詞の “是” を学習している自覚がないことだと
考えられる．なぜなら，“是，Ａ是Ｂ” という形
式で提示した教科書には，動詞としての “是” は
「“是” 構文」と明示的に提示され，文法説明がな
されているのに対し，応答詞としての “是” には
ほとんど説明がなく，「“是” 構文」に付随して提
示されているのみだからである．更に，応答詞の
“是” に「そうです」または「はい」という日本
語訳をつけてあるのは，“是，Ａ是Ｂ” と提示さ
れている17例の内５例しかないことからも，応答
詞としての “是” は「暗示的学習」であることが
確認できる．
第二言語研究において，一般的には「暗示的学
習」より「明示的学習」の方が学習効果に優位性
があるとされる中，なぜ，応答詞の「暗示的学
習」がこれほど一般的となっているのか．それ
は，文法研究書の記述をそのまま教科書に引用し
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た結果であると考えられる．例えば，代表的な文
法書には「是非问句可以用 “是的” “对” 等回答，
表示同意，也可以用 “不是” “不对” 回答，表示否
定．」17）（朱德熙1982：203）と記述されている．た
だ，学習者に「明示的学習」をさせるには，文法
項目として応答詞の説明を設けるだけでは足りな
い．重要なのは習得順序18）に沿った明示的な提示
であると考える．
習得順序の観点から見た場合，【表４】，【表
５】の調査結果にあるように，学習者の一年次の
使用教科書に，“对” の習得を促す意図で，例⑶
～⑸を入れたとしても，また例⑺～⑼のように，
“是，Ａ是Ｂ” と繰り返し学習者にインプットし
たとしても，専攻であるか，第二外国語であるか
を問わず，習得順序に一致性が見られた．応答詞
“是” の習得順序には以下のような傾向が見られる．
①我是日本人．→ ②是，我是日本人．→ ③是．
この習得順序に影響を与えた要因として考えら
れるのが，情報処理容量である．学習者がイン
プットされた内容を理解する際に，情報処理容量
に制限があり，同時に注意を払える対象は限られ
ている．そのため，“我是日本人．” の前に “是，
我是日本人．” を提示しても，“我是日本人．” の
中の動詞としての “是”19）を優先して処理するの
である．つまり，学習者の習得を確固たるものに
するためには，習得順序に沿ったステップを踏ん
で教えることが重要である．以下に筆者が応答詞
“是” の習得に適切であると考えるステップを提
案したい．
ステップ１：
調査結果から「“是” 構文」（例：我是日本人）
における動詞としての “是” が習得されないと，
「応答詞」としての “是” を明示的に提示しても
学習効果があまり見られないようである．そのた
め，ステップ１ではまず，例⑿のような例文を提
示し，動詞としての “是” の用法の定着を図る．
例⑿ Ａ：你是中国人吗？
 Ｂ：我是中国人．／我不是中国人．
ステップ２：
例⒀のような応答詞 “是” の例文を提示する．
ほかの文法事項との関連性を考えると，動詞述語
文や形容詞述語文の学習後に提示するのが適切で
あろう20）．そして，応答詞としての “是” が持つ
「話し手の判断を支持する」，「相手の意見，考え
17）　日本語訳：当否疑問文については “是的”［は
い；そうです］や “对”［その通り］などで答え
ることによって同意を表すことができ，また “不
是”［いいえ；そうではない］や “不对”［ちがい
ます］などで答えることによって否定を表すこと
ができる．（杉村・木村訳1995：275）
18）　「日本の教室で英語を学ぶような外国語環境で
は，たいていの場合，教師がいて教科書を使用し
ながら学んでいく．しかも，その教科書は新しい
文法項目を１つずつ順に導入していく方法を取っ
ているのが一般的である．このような状況で学ぶ
第二言語習得にあっては，教科書の順番どおりに
文法を覚えていくのが当然で，どの学習者にも共
通する普遍的な習得順序など存在するはずはない
と思えるかもしれない．第二言語環境とは習得す
る環境や条件があまりにも異なるからである．し
かし，この推測は事実とは異なる．なぜなら，大
変興味深いことに，第二言語習得にも初級から上
級へと進んでいく際の習得過程に一定の道筋があ
ることが明らかにされてきたからである．」（鈴
木・白畑2012：143）
19）　学習者は先にインプット中の内容語（名詞・形
容詞・動詞・副詞のような実質的な内容を表す言
葉）を処理しようとした傾向からではないかと考
えられる．
20）　動詞述語文である “你喝茶吗？” に対して “是
／不是” で答えられないのは，話し手は「動作す
るかしないかについての返答を求めているため」
である．また，同様に，形容詞述語文である “她
漂亮吗？” は「綺麗なのか，綺麗でないのかと
いった判断を求めているため」“是／不是” で答
えられない．
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方に賛成の意志表示をする」という定義を明示す
る．
例⒀ Ａ：你是中国人吗？
 Ｂ： 是，我是中国人．／不是，我不是中
国人．
ステップ３：
ここでは，例⒁，⒂，⒃のように，動詞の
“是” がなくても，“是” で答えられる場合につい
て学ぶ．
例⒁ Ａ：你刚吃完吧？
 　　（訳： いま食べ終わったばかりだよ
ね．）
 Ｂ：是．
 　　（訳：そうです．）
例⒂ Ａ：她打网球打得很好吧？
 　　（訳： 彼女はテニスがうまいんだよ
ね．）
　Ｂ：是．
 　　（訳：そうです．）
例⒃ Ａ：今天天气好热啊．
 　　（訳：今日はあついね．）
 Ｂ：是．
 　　（訳：そうだね．）
例えば，例⒁では “你刚吃完吧？” と聞かれた
際に，「話し手の判断を支持する」という意図で
“是” が用いられている．また，例⒃のように，
“今天天气好热啊．” と話し手が感想を言った際
に，「相手の意見，考え方に賛成の意志表示をす
る」という意図で “是” で返事することができる．
ステップ４：
ステップ３を学習させた後，例⒀，⒁，⒂，⒃
を再度提示し，中国語母語話者が使う頻度の高い
“是的” や親しみの出せる “是啊” を “是” ＋語気
助詞の形で学習者に学習させる．
例  Ａ：你是中国人吗？
 Ｂ：是的（啊）．
例  Ａ：你刚吃完吧？
 Ｂ：是的（啊）．
例  Ａ：她打网球打得很好吧？
 Ｂ：是的（啊）．
例  Ａ：今天天气好热啊．
 Ｂ：是的（啊）．
以上，応答詞 “是” を学習するステップについ
ての提案を試みた21）．無論，各ステップを踏んで
学習しただけでは習得には至らない，他の課で繰
り返し練習していくことも重要であろう．
５．お わ り に
本稿の当初の研究の出発点は，中国語母語話者
は “人称代詞＋是＋名詞＋吗？” に対する肯定的
応答形式で “是，Ａ是Ｂ” をあまり使わないの
に，“是，我是日本人” といった文が教科書に多
く提示されていることが原因で，学習者が母語話
者に近い第二言語能力を身につけることができな
いのではないかと考えたことだった．そして，母
語である日本語や学習経験のある英語の影響に
よって，“是，我是日本人” がもっとも多い回答
となるのではないかと推測した．しかし，調査の
結果を見ると，推測していた結果とは異なること
がわかった．中国語専攻の学習者であっても，第
二外国語の学習者であっても，応答詞の “是” を
習得する際には，同じ習得順序を辿ることが判明
した．第二外国語の学習者が応答詞 “是” を習得
する前に，中国語学習から離れてしまう可能性を
考えれば，本稿で提案したステップを踏むこと
21）　例⒁，⒂，⒃は否定で答える場合は “不是” と
はならない．否定形の応答表現について今後の研
究課題としたい．
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で，よりスピーディーに，ナチュラルな中国語を
習得することができるのではないだろうか．ただ
し，ここで注意しなければならないことは，ス
テップ３やステップ４で学習者に提示する例文
は，ほかの文法事項の学習効率や学習者の理解度
を十分に考慮した上でなければならないというこ
とである．
第二外国語のための中国語教科書は，自然な中
国語をそのまま教科書に導入するよりも，学習者
に例文の導入意図がはっきりと説明できるものを
選び，明示的学習をさせることが重要であると考
える．そして，学習者の習得効果を高める教科書
作りをするためには，一つ一つの中国語の文法項
目に関する学習者の習得順序を調査した上，もっ
とも効果的な提示順序を総合的に考慮し，教育文
法体系を作り上げる必要性があると筆者は考え
る．
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